
②留意点
口と鼻をハンカチで覆いながら、その
場から直ちに離れ、外気から密閉性
の高い屋内の部屋または風上の高台な
ど、汚染のおそれのない安全な地域に
避難しましょう。

屋内では、窓閉め、目張りにより室内
を密閉し、できるだけ窓のない中央
の部屋に移動しましょう。

2階建て以上の建物であれば、なるべく
上の階へ避難しましょう。

汚染された服、時計、コンタクトレンズな
どは速やかに処分する必要があります
が、汚染された衣服などをうかつに脱ぐ
と、露出している皮膚に衣服の汚染され
た部分が触れるおそれがあります。特に
頭からかぶる服を着ている場合には、は
さみを使用して切り裂いてから、ビニー
ル袋に密閉しましょう。その後、水と石け
んで手、顔、体をよく洗いましょう。

安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避けま
しょう。

行政機関の指示などに従い、医師の診断を受けましょう。

化学剤傷病者への治療は一刻を争います。あやしいと感じたらすぐに周囲
に知らせる、速やかに警察や消防に通報するといった迅速な対応をとっ
た方が、その後の対処も早くなり、救命率の向上につながります。
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